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研究要旨：メンタルヘルスのチェックは、本人が自己的に認識するか、定期的に産業医な

どに介入してもらうしかない。その時、残業時間と比較されることが多いが、それはたま

たま管理しやすい指標がタイムカードで保存されている勤務時間というだけであり、スト

レスと残業時間との明確な関連性はない。また、本人の自己認識は、過去の苦い経験に基

づくことが多く、ストレスで障害が出るまで気づかないことが多い。そこで、本研究では、

メンタルヘルスを含む労働生産性を定量的に計測、比較できる指標を見つけることを目的

とする。その目的に対する、第一歩として、今年度は、メンタルを含むさまざまなストレ

スに対して、どのようなセンサであれば定量的に計測できるのかについて、広く調査を行

った。そして、現在市販されているデバイスで、計測が難しいストレスと計測可能性のあ

るストレスを明らかした。 

 

 

Ａ．はじめに 

 2016年の法改正により、50人以上の従業

員を雇用しているすべての企業において、

従業員のメンタルヘルスチェックが義務化

されている。しかしながら、そのチェック

手法は、Web アンケートによる自己報告に

とどまっている。しかしながら、メンタル

ヘルス不調の要因となるストレスや生活の

不規則さなどを、自身で気づき、未然に防

ぐことは難しい。また、メンタルヘルスだ

けではなく、プレゼンティーイズムやワー

ク・エンゲージメントなど労働生産性に関

する調査も質問紙調査票ベースの指標が一

般的である。 

 こうした Web アンケートや質問紙調査票

は、大きなグループの実態調査には適して

いるものの、データ収集のコストが高く、1

年に 1 回の調査といった具合でフィードバ

ックの頻度が少ない。また、得られる情報

は、定性的な情報であり、自身の過去の状

態との比較、あるいは他人との比較も難し

い。 

そこで本分担研究では、何らかのセンサ

を用いて人の状態を計測し、メンタルヘル

ス不調との関連性を明らかにすることを目

的とする。最終的には、そのデータを用い

て、メンタルヘルス不調を予知するための

定量的な指標を見いだすことを目指す。 

 初年度の平成 28年度は、入手容易性の高

い市販のウェアラブル機器を対象として、

それらを用いて労働生産性に影響を与える

さまざまな体調不良を計測可能か否かにつ

いて調査した。 

 

Ｂ．センサによる体調計測システムの提案 

図 1 に、提案する体調計測システムの構

成を示す。提案システムは、従業員がウェ

アラブル機器を装着して、仕事に従事する

ことを前提とし、その機器から得られる情

報を元に、体調を予測し、生活習慣やメン

タルヘルスの改善を指示することを目指す。 

 ウェアラブル機器を使用することで、労

働時以外の生体・行動データを取得するこ

 
図 1 センサによる体調計測システム 
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とができ、日頃の生活リズムを抽出したり、

リアルタイムに生体・行動データの分析を

行うことができる。関連研究として、ウェ

アラブル機器のセンサデータとスマートフ

ォンの操作履歴から学業生産性(GPA)、睡眠

の質、ストレスレベル、メンタルヘルスの

推定が行われている[1]。しかし、ウェアラ

ブル機器で身体的な体調の不具合を推定す

るような取り組みはあまり行われていない。 

 本システムでは、(a) 体調の予測、(b) 生

活改善の提案、(c) ヘルス管理の 3 つの機

能の開発を行う。体調の変化を予測するこ

とができれば、昼休みに仮眠を取ったり、

仕事の順番を入れ替えたりすることで、生

産性を落とさないような工夫を取り入れる

ことができる。そのため、(a) 体調の予測

では、過去のデータに基づき、勤務時間中

に体調の不具合が起こるか予測を行う。例

えば、「夕方眠くなる」、「昼頃頭痛が起こる」

のような予測が行われる。(b) 生活改善の

提案では、体調の不具合を検知した際に、

この不具合の原因を過去のデータから推測

し、生活改善の提案を行う。アプローチと

しては、(a) 体調の予測のデータから予測

に貢献しているパラメータを抽出し、体調

の不具合に影響している原因を推定する。

そして、(c) ヘルス管理は、経営者側が従

業員全体のヘルス情報を把握するための機

能であり、社内のヘルスを改善するために

使用する。このような、システムを開発す

るにあたり、労働生産性に影響のある体調

や使用するセンサを選定する必要がある。

そこで本研究では、プレゼンティーイズム

の調査結果から労働生産性に影響のある体

調を選定し、次に、その体調が計測・推定

可能か調査する。 

 

Ｃ. 労働生産性に影響のある体調の選定 

体調の不具合にも様々な原因があり、ど

の原因が労働生産性にどの程度影響がある

のかを知る必要がある。プレゼンティーイ

ズムとアブセンティーイズムの既存研究で

は、体調と労働生産性への影響に関して、

調査しているものがある。本章ではその結

果を用いて、労働生産性に影響のある体調

の選定を行う。 

Koji WADA らは、Stanford Presenteeism 

Scale (SPS)を用いて、19 企業から計 6777 

人の回答を集計した[2]。この調査から、肩

こり・腰痛による経済的損失が大きいこと

が判明した。また、症状別の一人当たりの

損失は抑うつ・不安・感情の障害が最も経

済的損失が大きいことを報告している。 

Collins, J. J. らは、SPS を用いて、1 つ

の企業から計 7,797 人の回答を取得し、集

計を行った[3]。この調査では、抑うつ、ア

レルギー、関節症、肩こり・腰痛が労働生

産性に大きく影響していることが報告され

ている。アレルギー、肩こり・腰痛は SPS の

スコア値が高かったが、状態ごとの経済的

損失を試算した結果、他の症状に比べて有

意な差は現れなかった。しかし、アレルギ

ー、肩こり・腰痛を患っている従業員は多

いため、1 人あたりの経済的損失は小さく

ても、全体としての損失が大きい。 

Loeppke, R.らは、The Health and Work 

Performance Questionnaire を用いて、10 

企業を対象に 51,648人から回答を取得、集

計を行った[4]。プレゼンティーイズムでの

影響は、鬱、不安、疲労、睡眠障害、過敏

性腸症候群、 頭痛が大きいことが報告され

ており、どの症状も年間 10営業日以上分の

経済的損失が試算されている。 

これらの調査結果から労働生産性への影

響がある体調の不具合に、不安・抑うつ、

肩こり・腰痛、アレルギーがあり、影響が

大きい体調の不具合に疲労、睡眠障害、過

敏性腸症候群、頭痛があることが判明した。

結果を表 1 にまとめる。アレルギーは、食

べ物によるものではなく、花粉から生じる

アレルギー性鼻炎を指すため、鼻炎に置き

換えている。過敏性腸症候群は、体調不良

ではなく疾患の意味合いが強いため、広義

の腹痛に置き換えている。この中でも、不

安・抑うつが最も生産性を下げる症状とな

っている。肩こり・腰痛、鼻炎は、他の症

状とあまり大きな差はないが、患っている

人数がとても多いため、全体の損失から見

ると労働生産性へ大きく影響しているとい

う理由から影響度合いを「とても大きい」

に分類している。 

 

Ｄ．センサでの計測可能性について 
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 選定した体調を測定もしくは推定するこ

とができる手法の調査を行った。測定・推

定可能な場合どのような手法が用いられて

いるのかをまとめ、そうでない場合はどの

ような手法を用いれば推定可能か考察する。

調査結果を表 1 に示す。「◯」は測定・推

定可能、「△」は測定・推定ができる可能性

がある、「×」は測定・推定が難しい、また

は、既存研究がないを表す。 

 

1. 不安・抑うつ 

不安・抑うつのようなメンタルヘルスの

不調が生じると、活動量の低下、精神活動

の低下のような変化が現れる。活動量の低

下は、ウェラブル機器やスマートフォンの

GPS や加速度計などを用いて測定するこ

とが容易であり、この手法によるメンタル

ヘルスの推定が行われている[5]、 [6]。 

 メンタルヘルスの不調の原因となるスト

レスを定量化する代表的な手法は複数あり、

(1) 心電計から心拍間隔の時系列データを

測定し、自律神経の乱れである LF/HF を

算出する手法、(2) 生理的なストレス量であ

るアミラーゼを唾液から測定する方法[7]、

(3) 皮膚の電気抵抗を測定し、発汗量から緊

張度を推定する手法[8] があげられる。(1) 

と(3) の手法によるストレス値の測定は、既

にウェアラブル機器での測定が可能である。

間接的な推定方法として、PC の操作ログを

用いてストレス量の推定を行う手法[9] や

画像を選ぶだけでストレス量が推定できる

手法[10] が提案されている。 

 

2. 肩こり・腰痛 

肩こり・腰痛を測る指標としては、筋肉

の硬さを表す筋硬度が用いられているが、

筋硬度は性別・運動経験の有無等の様々な

要因により個人の特性を大きく反映するた

め、定期的に計測を行わなければ肩こり・

腰痛を測定することはできない。パソコン

を長時間使用すると、肩こり・腰痛が生じ

るリスクが高まることがわかっており[11]、

症状の改善・防止として、姿勢を正すこと

を促すシステムが提案されている [12]、 

[13]。 

 

3. 鼻炎 

鼻炎状態を直接的に計測可能なセンサは

存在しない。手法としては、スマートフォ

ンのマイクを利用し、鼻をかむ音を検知す

ることが考えられるが、マイクを常時 ON

にしておくことは困難であるため、実用面

で問題がある。 

 

4. 疲労 

疲労の計測は自動車の分野で研究が盛ん

に行なわれている。手法としては、(1) 眼電

位から推定する方法[14]、(2)外部のカメラ

から被験者の顔をトラッキングし、瞬きの

回数、眼を閉じている長さ(PERCLOS)、頭

の動き、視線の方向を計測し、疲労具合の

推定を行う方法[15]、(3) 心拍の変動から推

定する方法[16] があげられる。運動におけ

る疲労度であれば、足に IMU センサを取

り付けて活動量を測定し推定する方法が提

案されている[17]。 

 

5. 睡眠障害 

睡眠状態の推定には、(1) 心拍から推定す

る方法、(2) 寝室の環境音から推定する方法、

表 1 労働生産性に影響のある体調とウェアラブル機器での計測可能性 

体調不良の種類 影響度合い ウェアラブル機器での測定 それ以外での測定 

不安・抑うつ 

とても 

大きい 

○ ○ 

肩こり・腰痛 × △ 

鼻炎 △ △ 

疲労 

大きい 

○ ○ 

睡眠障害 ○ ○ 

腹痛 △ △ 

頭痛 × × 
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(3) 体動センサから推定する方法などがあ

り、それぞれ既存製品として広まっている。

近年では、心拍計を搭載しているウェアラ

ブル機器が増え、睡眠のロギング機能がつ

いている。 

 

6. 腹痛 

腸の状態をモニタリングするデバイスと

して、トリプル・ダブリュー・ジャパン株

式会社の DFree（http://dfree.biz/） が利用

されている。DFree は超音波を用いること

で、腸の状態をセンシングすることができ、

腹部の状態や排便のタイミングを推定する

ことができる。この技術を用いれば、腸の

状態の異常を検知し、腹痛の予測や検知が

可能だと考えられる。 

 

7. 頭痛 

鼻炎と同様に、頭痛に関しては、有効な

センシング技術を発見することができなか

った。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、労働者のためのウェアラブ

ル機器を用いた労働生産性改善のシステム

を設計するため、まずは、先行調査から労

働生産性に影響がある体調の種類を選定し

た。そして、プレゼンティーイズムの調査

結果から、不安・抑うつ、肩こり・腰痛、

鼻炎、疲労、睡眠障害、腹痛、頭痛が労働

生産性に影響があることを明らかにした。

次に、選定した体調を何らかのセンサを用

いて計測する手法の調査を行った。睡眠状

態など計測機器が広く市販されている体調

がある一方、鼻炎や頭痛など測定が困難な

体調も多いことがわかった。今後は、デー

タを収集・分析する基盤を作成し，ウェア

ラブル機器を実際に構築し、実生活のデー

タを用いて、体調の推定を行う技術の開発

を行う予定である． 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当せず。 
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